
令和元年12月６日（金）

NO 氏　　　名 質問事項 質問の要旨

（１）国保加入世帯の現状と法定減免制度について
①２０１９年度当初の国保加入者、人数等は
②国保加入世帯の平均所得と国保税の平均調定額は
③７割、５割、２割の法定減免についての内容は

（２）自治体が独自に減免できる制度を創設する考えについて
①低所得者、障がい者手帳を持っている人がいる世帯、母子・父子世帯の所得割
減免等についての考えは

②２０１８年度の資格証明書、短期保険証の発行状況と未交付については
③２０１８年度の国保税の滞納状況は

④自治体が独自に創設できる国保税の減免制度の考えは

（１）太陽光パネルの設置について
①市内３町における太陽光発電設備の建設状況は
②山間部等危険だと思う箇所や景観を損ねていると感じるところは
③大間々町と桐生市との隣接した住宅街の太陽光パネル建設について

（２）太陽光発電設備の適切な設置を促す条例の制定について
①資源エネルギー庁の太陽光発電の事業計画策定ガイドラインについて
②「住環境を守る太陽光発電事業にするために」条例の制定を

③総括について

（１）糖尿病性腎症重症化予防について
①昨年の糖尿病患者の状況（人数と医療費）と透析患者数、透析にかかった医療
費、また糖尿病が原因で透析になってしまった方の割合は

②糖尿病未治療者や治療中断者の把握はしているか。また健診を受けていない
治療中断者への受診勧奨はしているか
③国保のレセプトデータから糖尿病治療中断者は把握しているか。糖尿病治療歴
があり、ここ１年間または一定期間に糖尿病受診歴がない方の人数は
④透析予防対策や糖尿病重症化予防対策として治療中断者を抽出して受診勧奨
するべき

（２）高齢者の多剤服用について
①高齢者の多剤服用の状況と適正化への取り組みについての考えは

（３）成人のひきこもり支援の充実
①みどり市において、ひきこもり状態にある人の人数は
②「８０５０問題」への支援の充実が必要であるが、取り組みへの考えは

（４）高齢者の肺炎球菌ワクチン定期接種について
①定期接種の詳細と接種率は
②みどり市におけるさらなる接種率の向上への考えは

（５）がん患者の外見ケア支援について
①みどり市における年代別がん患者数は
②がん患者の医療用ウイッグや胸部補整具購入費助成について現状と見解は

２．高齢者の外出支援

（１）安心支援事業について
①現状と市民からの要望は聞いているか。また今後の考えは
②福祉タクシー券について現状と市民からの要望は聞いているか。また今後の考
えは

３．自治体ＳＤＧｓの推進
（１）みどり市におけるＳＤＧｓの推進について
①ＳＤＧｓの推進への市長の考えは
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（１）台風１９号の対応と今後の課題・検証について
①防災行政無線による周知と今後の課題・検証について
②戸別受信機による周知と今後の課題・検証について
③防災アプリによる周知と今後の課題・検証について
④草木ダムにおける異常洪水時防災操作回避と今後の課題・検証について
⑤洪水・土砂災害ハザードマップの周知と今後の課題・検証について

（２）停電の長期化対策について
①各庁舎の非常用電源の整備について

②停電の長期化対策と地域防災計画について

（１）地域文化財総合整備計画について
①保存整備活用における取り組み状況について
②彫刻師の里としての位置づけについて
③黒川郷と黒川谷についての考え方と位置づけについて
④地域文化財総合整備計画策定後の課題と今後の対応について

（２）地域文化財と観光振興について
①彫刻師の里とわたらせ工芸まつりとの位置づけについて

②彫刻師の里としての全国木彫刻大会開催について

（１）東地区小中一貫教育の実施に向けた体制づくりについて
①これまでの小中連携の取り組みについて
②義務教育学校と小中一貫型小中学校の形態について
③９年間の一貫した学校教育目標とカリキュラムの設定について
④学校組織の整備（教科担任制・兼務発令・校務分掌等）について

⑤地域とともにある学校づくりについて
⑥先進地域の関係者による指導助言について

（１）中学生の自転車通学の安全確保について
ア）市内の中学生の自転車通学が認められている現状
イ）安全対策　
①現状　②交通安全教室の開催状況　③警察との協力体制

（２）子ども安全協力の家について
ア）「子ども安全協力の家」とは
イ）利用状況
ウ）今後の取り組み

（１）スクールソーシャルワーカーの位置づけと今後期待される効果

（２）関係組織、機関等との連携強化への取り組み

（３）スクールソーシャルワーカーによる教育相談体制の充実を図るための今後の
取り組み
ア）１校１人の配置、協議会等の設置の考えは

（１）公共施設等総合管理計画及び個別施設計画の目的と策定方法について
（２）計画期間と総務省（国）の更新費用試算ソフトについて
（３）縮減目標や更新費用の目標値内の根拠は
（４）第２次みどり市総合計画との整合性及び財政計画や行政改革推進計画との
調整について
（５）借地や管理運営の考え方について

（６）個別施設計画の前提条件となる主な施設の方向性や考え方について
①学校規模の適正化と配置及び（仮称）西鹿田グリーンパーク建設を含む屋外社
会体育施設の配置

②新庁舎建設

③総合福祉センターと認定こども園の開園

（７）市民への説明会についてどのように取り組んでいくのか

（８）（６）の主な施設の方向性や考え方を含めた総括的な所見について

１．防災体制について

２．地域文化財と観光振興について

３．東地区小中一貫教育について
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１．安全・安心な登下校について

２．スクールソーシャルワーカーの配置について
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１．みどり市公共施設等総合管理計画及び個別
施設計画について
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